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1.
a1, a2, a3 ∈ R を

a1 =

 2
−1
1

 , a2 =

−1
2
3

 , a3 =

 0
−3
2


で与える。このとき (a1, a2, a3) は R3 の基底になることを示せ。さらに、−1

0
1

 および
1
2
3

 の (a1, a2, a3) に関する座標を求めよ。

2.

f1 =


4
−5
2
6

 , f2 =


2
−2
1
3

 , f3 =


6
−3
3
9

 , f4 =


4
−1
5
6


とおく。(f1, f2, f3, f4) は R4 で１次独立か？

3. U を vector space, f ∈ L(U) とする。ここで n = 1, 2, · · · に対して、
fn ∈ L(U) を、f 1 = f, fn+1 = f◦fn で帰納的に定義する。
(1) 任意の m ≥ 1 で Imfm ⊇ Imfm+1 が成り立つことを示せ。さらに、あ
る n で Imfn = Imfn+1 ならば、任意の m ≥ n で Imfn = Imfm となるこ
とを示せ。
(2) 任意の m ≥ 1 で ker fm ⊆ ker fm+1 が成り立つことを示せ。さらに、あ
る n で ker fn = ker fn+1 ならば、任意の m ≥ n で ker fn = ker fm となる
ことを示せ。
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4. f ∈ L(R3) は、

f
(−1

0
1

)
=

1
0
0

 , f
(0

1
0

)
=

1
1
1

 , f
(−1

1
2

)
=

3
3
4



とみたす。e1 =

1
0
0

 , e2 =

0
1
0

 , e3 =

0
0
1

 とするとき、f の (e1, e2, e3)

に関する表現行列を求めよ。

4. U を vector space, V1, V2を U の部分空間とする。このとき、dim (V1 + V2) =
dimV1 + dimV2 となるための必要十分条件は V1 ∩ V2 = {0} であることを
示せ。

5. U を vector space, f : U → U を１次変換とする。f◦f = f が成立する
とき、V = {x|x ∈ U, f(x) = x} と定義すれば、U = ker f ⊕ V が成立するこ
とを示せ。
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